
 

金属アーク溶接等作業について健康障害防止措置が 

令和３年４月１日から施行・適用されています。 

溶接ヒュームの濃度の測定が新たに義務化されました。 

 

厚生労働省では、「溶接ヒューム」について、労働者に神経障害等の健康障害を及ぼ

すおそれがあることが明らかになったことから、労働安全衛生法施行令・特定化学

物質障害予防規則（特化則）等を改正しました。 

 

  

 

 

 

  

 

以下の措置が必要になります。（裏面スケジュール参照） 

（１）全体換気装置による換気等（特化則第 38条の 21第１項） 

（２）溶接ヒュームの測定、その結果に基づく呼吸用保護具の使用 及びフィットテストの実施等

（特化則第38条の21第２項～第８項） 

①溶接ヒュームの濃度の測定等（測定等告示※第１条） 

②換気装置の風量の増加その他の措置（特化則第 38条の 21第３項） 

③呼吸用保護具の選択の方法（測定等告示第２条） 

④フィットテストの方法（測定等告示第３条） 

（３）掃除等の実施（特化則第 38条の 21第 9項） 

（４）特定化学物質作業主任者の選任（特化則第27条、第28条） 

（５）特殊健康診断の実施等（特化則第39条～第42条） 

 

当協会の労働衛生コンサルタント（作業環境測定士）が で法改正と 

溶接ヒュームの濃度測定のポイントをくわしく解説しています。 
 

 

 

 

 

 



 

 

有害物ばく露防止対策補助金のご案内 

溶接ヒューム濃度の測定を行う事業者に、費用の一部を支援する補助金が交付されます。 

交付対象となる事業主、補助の概要や申請方法等の詳細は厚労省 HPからご確認ください。 

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/000789195.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県予防医学協会 環境科学部 

 

（金属アーク溶接等作業を継続して屋内作業場で行う皆さまへ 厚生労働省パンフより抜粋） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/000789195.pdf

